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平成元年度より厚生省心身障害研究の一環として小児期からの慢性疾患予防対策に関する

研究班が発足した。

最近,成人病の予防は小児期,とくに幼児期から開始すべきであるとされるようになってき

ている。これは 10 歳代の小児の大動脈の病理学的検討成績では,既に 98%に動脈硬化の初

期病変が起きていることが明らかにされ,また学童,高校生で動脈硬化危険因子を持つもの

が多いことが明らかにされ,早く成人病になる悪い生活習慣は,幼児期にすり込まれること

が想定されることによる。

児童,生徒のもつ危険因子については,5～15%において高コレステロール血症が認められ,

高血圧も 2～3%に認められており,肥満児も 5%前後に認められることが明らかにされてい

る。しかし幼児期においては十分な調査研究がなされていない。

また児童,生徒において高脂血症を示すものが多くなった原因としては,幼児期の食生活が

大きく影響していると考えられるが,この点についても大きな調査はなされていない。

本研究班においては,高齢化時代を控え,成人病予防は幼児期より開始すべきであるという

前提に立ち,その戦略を確立し,具体的な実施方法について検討せんとするものである。本

研究班には協議会が設置され,小児成人病の概要の整理,小児成人病対策の重要性の社会的

アピール,研究の方向性の検討，長期フォローアップ・スタディの企画,事業化に向けての

提言が行われることになっている。協議会のメンバーは以下のごとくである。


